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であることが明らかになった。さらに， 90kD 蛋白質は， 190K-MAP の tubulin 結合部位を認識する




管を重合させた後90kD 蛋白質を含む分画を加えたところ， 90kD 蛋白質分画は，微小管の束化を促進す
る活性を示した。これらの結果は， 90kD 蛋白質が微小管制御蛋白質の一つで、あることを強く示唆して
いる。
論文の審査結果の要旨
光条件に依存して，細胞質の運動や細胞内の特定部位への葉緑体の移動が誘発されることが，多くの
植物細胞で知られている。前川君は淡水産の緑藻であるチョウチンミドロを用いて，その細胞質が，明
期には藻体の基部から先端へ，暗期には先端から基部へと移動する現象(細胞質転位運動)を定量的に
解析した。次いでこの転位運動が微小管系によって駆動されていること，しかも微小管系の細胞内での
構築が，転位運動に相関して大きな変化を遂げることを明らかにした。更に微小管系の構築変化を制御
する因子として， 90kD 蛋白質を部分精製することに成功した。これによって前川君は，光刺激の受容
から微小管系の構築変化がもたらされるまでの過程の解明という，細胞質転位運動の光制御の仕組みを
理解するための中心課題を解く道を開いたということが出来る。従って本論文は理学博士の学位論文と
して十分価値あるものと認める。
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